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１．はじめに
「貧困と経済発展」、大塚啓二郎、櫻井武司編
著、東洋経済新報社2007に記述されている“戦乱
ショックと貧困、ブルキナファソ農村の事例”に
よると、サブサハラ地域では一般に天水農業が営
まれており、不規則な降雨のためにしばしば起こ
る旱魃が、農業の生産性を低く不安定なものにし
ている。旱魃や病気などにより予期せぬ所得の減
少が起こるリスクが非常に高いため、農家家計は
主として南にある隣国コートジボワールへの移住
や出稼ぎ、同国に住む親類・縁者からの送金に依
存してきた。ブルキナファソの農家家計は、半乾
燥熱帯特有の不規則な降雨の影響を受けない地域
やセクタ （ー非農業部門）に所得源を多様化してき
た。また、こうした地域内の人口移動により、ブ
ルキナファソでは土地への人口圧力が緩和され
てきた。しかし、2002年9月、コートジボワール
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21世紀に入ってから地球上において、大規模な気象災害が発生している。集中豪雨が
見られる一方で、干ばつの被害も多発している。アフリカにおける農業人口の比率は、
先進国と比べても高く、天水に依存するケースも多いために、農業生産物の出来具
合が、社会情勢を決めてしまう例も少なくない。天候不順の影響と人災が重なり合っ
ている現状がアフリカにある。本研究は、気象による穀物収量の増減を事前に予測
する方法について紹介し、ナイロビ大学・ワンガリ・マータイ平和環境研究所との
共同研究の可能性を検討するものである。
Climate change infl uences human activities and we have to adapt to it.  It is important to esti-
mate the impact of changes in climatic condition on crop yield. In this study, I focused on the 
relationships between crop yield and precipitation.  April 2nd 2010, I had a chance to visit the 
Wangari Maathai Institute for Peace and Environmental Studies, University of Nairobi, and 
exchange the information with Prof. Dr. Solomon Shibairo (Dean, Faculty of Agriculture) and 
Prof.Dr.S. G. Kiama (Acting Director).  They are very interested in the methodologies men-
tioned in this paper.  A system that allows farmers in Africa to input climate information by 
themselves and gain crop yield information, would offer meaningful technical assistance.
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図1．月別降水量データセット
で軍の一部が叛乱を起こし、国土を二分する内戦
状態となった。その結果、コートジボワール在住
のブルキナファソ出身者が大量に帰国を余儀なく
された。2003年7月のブルキナファソ政府の公式
発表では、帰国者は約35万人に上ったという。こ
のコートジボワールからの帰還者はブルキナファ
ソ農村部に予期せぬ人口圧力の上昇を引き起こし
た。さらに、隣国の危機による送金や出稼ぎの停
止は、ブルキナファソの農家家計に予期せぬ所得
減少をもたらした例が報告されている。アフリカ
における農業は、天水に依存するケースが多く、
十分な灌漑がなされていない農業地域も多くあ
る。降水量の変動による単収の変化が大きく、結
果として社会不安を引き起こしている面も否定で
きない。
2．降水量と収量の関係
空間情報を含む時系列データとして提供されて
いる月別の降水量（GPCC）データを地理情報シス
テム上で利用可能な形態への変換を行う。
国連食糧農業機関により提供されている穀物
収量データ（FAOSTAT）は、空間情報を含んで
いない。ウイスコンシン大学により提供されて
いる穀物作付カレンダ （ーCropping Calendar）
は、空間情報を持ち①Planting, ②Vegetating, ③
Heading, ④Filling, ⑤Harvestingの5つのパター
ンを持っている。PlantingからHarvestingの時期
までの月別の降水量の積算値の国別の平均値と国
別の穀物収量との関係式を求めた。アフリカに注
目すると積算降水量が増加することによって、単
収の増加が期待できる地域が、エジプト、エチオ
ピア、タンザニア、ザンビア、南アフリカ、ガボ
ン、カメルーン、ナイジェリア、コートジボワー
ルである。これらの国においては、増加した降水
量を効果的に穀物の収量増加につなげる仕組みが
あると考えることもできる。それ以外の国に関し
ては降水量の増加が、単収の減少につながること
が示されている。
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図2．大豆収量と降水量の関係
図3．露地野菜適作判定サイト http://www.tekisaku.jp/
3．マクロ情報提供サイトの構築
日本においては露地野菜を対象とした栽培・導
入時の適作判定・収穫時期・出荷単価予測による
営農支援を目指した露地野菜適作判定サイトが提
供されている。このサイトでは、収量予測だけで
なく、価格情報の提供もされている。
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アフリカ地域だけでなく、世界全体を対象とし
た積算降水量の値を選択することによって、その
年の期待される単収が表示されるサイトの構築を
関西学院大学大学院総合政策研究科の沈氏の協力
を得て行っている。月別の降水量の値を5mm刻
みでボタンによって選択することによって、あら
かじめ計算されている方程式に基づいた値が計算
されるようになっている。たとえばケニアの場合
は、作付期間は１月から４月であり、その時期の
降水量の積算値を以下の方程式に入力することに
よって、収量が求められる構造となっている。
推計期間　1990_2007
単収＝（1月+2月+3月+4月の降水量）×0.8537+8054.631728
国を選択して、作付時期に相当する降水量
のデータを選択することによって、期待され
る収量が出てくる仕組みで、JAVAとSQLと
apache@tomcatで組まれている。
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 4．ミクロ情報の収集
土壌水分量が、作物の成長に重要な役割を果た
している。ナイロビ大学農学部の協力を得て、降
水量と土壌種類別に土壌水分量を測定できる“セ
ンサー BOX”を開発する。センサーからの情報を
メール情報として送付する仕掛けを構築する。送
付されたデータの値を用いてセンサー BOXが設
置されている地域の降水量の積算値を求め、当該
年度の穀物収量が増加傾向にあるのか、あるいは
減少傾向にあるのかを表示する仕掛けを構築する
準備を進めている。
図4．期待収量表示サイト
http://192.218.175.162:8080/rainfall/rainfallAction.action
 RS232Cケーブル 対応NOTE_PC
降水量の測定計 土壌　A 土壌　B
地域の土壌を 
集めたものに 
センサーが挿 
入されている。 
図5．“センサー BOX”のイメージ
5．ナイロビ大学・ワンガリ・マータイ平和環
境研究所との連携
2010年2月、関西学院大学にGreen Belt Movement
活動を行っているワンガリマータイ博士が来られ
て講演をされる機会があった。
筆者は2010年4月に国連環境計画の関連の会議
でナイロビを訪問する機会があり、会議の次の
日にナイロビ大学・ワンガリ・マータイ平和環
境研究所を訪問することができた。研究所初代
所長（Prof.Dr.S.G.Kiama、前ナイロビ大学獣医学
部長）、ナイロビ大学農学部長（Prof.Dr.Solomon 
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Shibairo）、学生を前に全地球規模での降水量の
変化と作物の収量の関係に関連する集中講義を行
う機会があった。構築されたセンサー BOXをナ
イロビ大学・ワンガリ・マータイ平和環境研究所
内の電源が取得でき盗難の危険性の少ない屋上な
どに設置することによりデータの収集を行う。送
付されたデータを用いて、当該年度の穀物収量が
増加傾向にあるのか、あるいは減少傾向にあるの
かを表示する仕掛けを構築する。さらに実際の収
量の値を入力することにより、予測値と実測値の
ずれを把握することによって、予測値の精度向上
を目指すものである。ワンガリ・マータイ平和環
境研究所は、Green Belt Movementの活動で多く
のノウハウ蓄積をもっており、農業収量の予測を
提供する仕組みづくりについても、シナジー効果
を発揮することができると期待している。
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図6．初代所長　Prof.Dr.S.G.Kiama
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